
年間配水量の推移

お問い合わせは、建設部水道課　☎43-7138 まで
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減
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償
却
費

建
物
や
設
備
な
ど
、
時
の
経
過
に
よ
っ

て
価
値
が
減
る
分
を
計
算
し
、
そ
の
年

度
の
費
用
と
し
ま
す
。
実
際
に
は
現
金

の
支
払
い
は
な
く
、
会
計
処
理
上
、
損

益
勘
定
留
保
資
金
と
し
て
処
理
し
ま
す
。
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定
留
保
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金

資
本
的
収
支
の
不
足
額
を
会
計
処
理
上

補
う
財
源
の
一
つ
で
、
減
価
償
却
費
な

ど
の
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
経
費
を
蓄

積
し
た
資
金
で
す
。
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平成24年度
大館市工業用水道事業貸借対照表

（平成25年３月31日現在）

固定資産
６億5,866万円

流動資産
１億151万円

資産計
７億6,017万円

資　
　
　

産

借入資本金
３億4,960万円

資本剰余金
１億2,366万円

利益剰余金 870万円

自己資本金
２億7,730万円
自己資本金
２億7,730万円

流動負債 91万円

負債・資本計
７億6,017万円

資　
　
　

本

現金・預金
や未収金な
どの固定資
産以外の資
産です。

取水場、配
水池、送配
水管など工
業用水道事
業で所有し
ている資産
の価格です。
取得後の経
過年数によ
り減価償却
した後の金
額です。

一般会計からの出
資金や積立金を取
り崩した金額です。

未払金や預かり金
などの金額です。

企業債などの借金
の残高です。
※民間企業では負
債に分類しますが
公営企業では資本
に分類します。

施設を建設する際
に受けた補助金や
負担金などの金額
です。

各種積立金や、使
い方をまだ決めて
いない利益の金額
です。

資本的収支（消費税込み）
〈施設の整備に関する収支〉

収益的収支（消費税抜き）
〈事業の運営に関する収支〉

不足額
4,654万円
不足額
4,654万円

純利益　384万円純利益　384万円

借入金の償還元金
2,317万円（49.8％）
借入金の償還元金
2,317万円（49.8％）

料金収入
3,832万円
（81.0％）

　減価償却費
1,925万円（44.3％）
※１

工業用水を工業団地の
各企業に送るための費用　1,731万円（39.8％）

設備投資に要する費用　
2,337万円（50.2％）
設備投資に要する費用　
2,337万円（50.2％）

借入金の支払利息
693万円（15.9％）

一般会計繰入金
893万円
（18.8％）

その他　
8万円

（0.2％）

給  水  状  況

給水事業所数
配水能力
年間総配水量
１日最大配水量
１日平均配水量

27事業所
5,300㎥/日
1,332,152㎥
4,511㎥
3,650㎥

0

20

40

60

80

100

120

140

2423222120191817161514 （年）

（万㎥）

　

平
成
24
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
２

事
業
所
が
増
え
、
27
事
業
所
に
給
水

を
行
い
ま
し
た
。

　

給
水
量
は
、
主
に
医
療
機
器
製
造

業
の
使
用
水
量
が
減
少
し
た
た
め
、

前
年
度
に
比
べ
０
・
７
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

収
支
は
、
収
入
が
前
年
度
よ
り
１

２
５
万
円
増
の
４
７
３
３
万
円
、
支

出
が
前
年
度
よ
り
２
２
７
万
円
増
の

４
３
４
９
万
円
と
な
り
、
３
８
４
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
純
利
益(

利
益
剰
余
金)

は
借

入
金
の
返
済
に
充
て
る
た
め
積
み
立

て
ま
す
。
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